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国営飛鳥・平城宮跡歴史公園
飛鳥区域について
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令和２年１２月
国営飛鳥歴史公園事務所



　   滝野すずらん丘陵公園
昭和５８年７月

　　　国営越後丘陵公園
平成１０年７月

　国営アルプスあづみの公園
平成１６年７月

　　　淀川河川公園
　　　　　昭和５２年３月

　国営みちのく杜の湖畔公園
　  　国営明石海峡公園 平成元年８月

　　　　　　　　　　平成１４年３月

　　 国営常陸海浜公園
　　    　　国営備北丘陵公園 平成３年１０月

平成７年４月

　 国営武蔵丘陵森林公園
昭和４９年７月

　　　 　　　 国営東京臨海広域防災公園
　　　　　平成２２年７月

国営昭和記念公園
　　　　　昭和５８年１０月

　　国営木曽三川公園
昭和６２年１０月

　 国営讃岐まんのう公園
　　平成１０年４月 　　国営飛鳥・平城宮跡歴史公園

　 飛　鳥　区　域 ： 昭和４９年７月

　    海の中道海浜公園 平城宮跡区域 ： 未供用

　　昭和５６年１０月

　 国営吉野ヶ里歴史公園
　　平成１３年４月

国営沖縄記念公園

海洋博覧会地区 ： 昭和５１年８月

首 里 城 地 区　 ： 平成４年１１月

※ ：国営公園名と第１期開園年月

国営公園の概要

■現在、国において１７箇所の国営公園の整備及び管理を実施

● 一の都府県の区域を超えるような広域の見地から設置され

るイ号公園 （１２ヶ所）

● 国家的な記念事業又は我が国固有の優れた文化的資産の

保存及び活用を図るため閣議の決定を経て設置されるロ号

公園（５ヶ所）

●イ号公園
●ロ号公園

■ロ号公園における閣議決定

公園名（地区名） 閣議決定 案件名

国営武蔵丘陵森林公園
昭和43年
10月18日

明治百年記念事業として行う国営森林公園
の設置

国営飛鳥・平城宮跡
歴史公園

祝戸地区
石舞台地区
甘樫丘地区

昭和45年
12月18日

飛鳥地方における歴史的風土及び文化財
の保存等に関する方策について

高松塚周辺地区
昭和51年
10月29日

飛鳥地方における歴史的風土及び文化財
の保存等に関する方策の一環としての都市
公園の整備について

キトラ古墳
周辺地区

平成13年
3月16日

飛鳥地方における歴史的風土及び文化財
の保存等に関する方策の一環としての都市
公園の整備について

平城宮跡地区
平成20年
10月28日

我が国固有の優れた文化的資産である平
城宮跡の保存及び活用を図るための都市
公園の整備について

国営沖縄記念公園

海洋博覧会地区
昭和50年
7月15日

沖縄国際海洋博覧会を記念する公園の設
置

首里城地区
昭和61年
11月28日

沖縄復帰記念事業として行う都市公園の整
備

国営昭和記念公園
昭和54年
11月30日

天皇陛下御在位五十年記念事業として行う
国営昭和記念公園の設置

国営吉野ヶ里歴史公園
平成4年
10月27日

我が国固有の優れた文化的資産である吉
野ヶ里遺跡の保存及び活用を図るための都
市公園の設置について 2

平成30年3月

平城宮跡区域



国営飛鳥・平城宮跡歴史公園の概要
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飛鳥区域 

和歌山県 

兵庫県 

京都府 
滋賀県 

奈良県 

三重県 

大阪府 関西国際空港 

大津市 

京都市 

神戸市 
大阪市 

和歌山市 

津市 

奈良市 

明日香村 

平城宮跡区域 

飛鳥区域 

昭和45年
（1970年）

・以下の３地区の設置に関する閣議決定

① 石舞台地区（飛鳥区域）
② 甘樫丘地区（飛鳥区域）
③ 祝戸地区（飛鳥区域）

昭和51年
（1976年）

・国営公園制度の確立（都市公園法改正）

→上記３地区が「国営飛鳥歴史公園」となる。

・高松塚周辺地区（飛鳥区域）の設置に関する
閣議決定

平成13年
（2001年）

・キトラ古墳周辺地区（飛鳥区域）の設置に関
する閣議決定

平成20年
（2008年）

・平城宮跡区域の設置に関する閣議決定

→ 「国営飛鳥・平城宮跡歴史公園」となる。

■設置経緯■位置図

「国営飛鳥・平城宮跡歴史公園」は、我が国固有の優れた文化的資産の保存及び活用を図るため
設置された国営公園であり、飛鳥区域（奈良県高市郡明日香村）と平城宮跡区域（奈良県奈良市）の
２区域から構成される。
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飛鳥区域の概要

飛鳥区域（国営飛鳥歴史公園）は、飛鳥地方の歴史的風土及び文化財の保存等に関する方策の
一環として整備を進め、祝戸、石舞台、甘樫丘、高松塚周辺の４地区（46.1ha）が平成６年までに概
成開園。また、平成13年に閣議決定で追加されたキトラ古墳周辺地区（13.8ha）も平成28年に開園。

キトラ古墳周辺環境の保全・
体験学習の場を整備。

●キトラ古墳周辺地区● １３．８ha
（H28.9供用）

●甘樫丘地区● ２５．１ha

甘樫丘展望台

蘇我蝦夷・入鹿の邸宅があったとされる
甘樫丘に、飛鳥古京・大和三山が望める
展望広場や散策園路を設置。

●高松塚周辺地区● ９．１ha

高松塚古墳

飛鳥を代表する壁画古墳である
高松塚古墳の周辺を環境整備。

●石舞台地区● ４．５ha

石舞台古墳

蘇我馬子の墓と伝えられる石舞台古墳を中心に、
周囲の棚田地形を活かした芝生広場などを整備。

●祝戸地区● ７．４ha

飛鳥古京や棚田を一望できる展望台のほか、
研修宿泊所「祝戸荘」を配置。

四神の館

祝戸荘
（研修宿泊所）

（S51.8供用）

（S51.8供用）（S55.4供用）

（S60.10供用）



飛鳥区域における公園利用と管理の概要
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○明日香村や地域の観光団体、商工会と連携した協働イベントの開催等により、公園の利用促進、歴史的風土
・文化の活用に取り組んでいる。

また、飛鳥地域の美しい里山景観を保全・創出するため、万葉植物などで花修景を行い、来訪者に飛鳥らしい
風景を楽しんでいただく取組を行っている。

地域の団体と連携しながら、夏祭りや収穫行事を開催

飛鳥らしい風景の保全・創出のための万葉植物による花修景

古都飛鳥の歴史・文化を体感していただく蹴鞠行事

ロウソクの炎で描いた『光の回廊』は公園だけでなく村全体で開催



祝戸地区の概要

宿泊研修施設祝戸荘
彼岸花の咲く9月に行うかかしロード

日本の棚田百選にも選ばれている稲渕の棚田

面積：7.4ha

祝戸地区は、飛鳥古京の南側にある通称ミワ山及びフグリ山の一帯と、それに続く山麓の一部に位置。地区内には研修宿泊

所「祝戸荘」が設けられているほか、大和三山を背景にして広がる飛鳥古京や、奥飛鳥と呼ばれる稲渕地区の見事な棚田風

景を一望の下に望める展望台、北東の石舞台地区に繋がる散策園路などを整備。

展望台から飛鳥古京を臨む
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飛鳥区域における近年の取組み

平成２８年９月に開園したキトラ古墳周辺地区をはじめ、各地区において、飛鳥の歴史的風土の保全・活用を
図るとともに、歴史をテーマとした体験プログラムなど多様なイベントを展開している。

キトラ古墳壁画特別公開

勾玉づくり キトラの田んぼでの稲刈り

○キトラ古墳周辺地区 開園後の入園者数 ○その他の主な取組み（単位：千人）

キトラ古墳体験館 四神の館での展示

教育旅行の入校式（石舞台）

古都飛鳥文化祭（2018）

公園ボランティア「飛鳥里山クラブ」による
里山保全活動（甘樫丘）

明日香村など地域と連携した地域イベントの実施

飛鳥光の回廊（2018）

明日香村の教育旅行、修学旅行
や遠足などによる利用促進

来園者数（H２８年９月開園～令和２年３月末） ６１５

うち壁画公開日来園者数※ ２８１

うち壁画観覧者数 １２５

うち壁画公開日以外の来園者数 ３３４

※壁画公開日は、これまで全1４回実施。

飛鳥の歴史的風土を保全・活用
するボランティア活動の展開



年 事 項

昭和４１年
○ 古都保存法の制定（議員立法）

○ 明日香村を同法に基づく「古都」に指定

昭和４５年

○「飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等に関する方策について」閣議決定

・歴史的風土及び文化財の保存措置：歴史的風土保存区域等の拡張

・保存措置に伴う環境の整備

道路･河川･ごみ処理場等の整備、国営飛鳥歴史公園・歴史資料館等の整備、飛鳥保存財団の設置

昭和５１年 ○ 高松塚周辺地区が国営公園として整備決定（閣議決定）

昭和５４年
○ 「明日香村における歴史的風土の保存と地域住民の生活との調和を図るための方策について」
諮問（内閣総理大臣→歴史的風土審議会）

○ 特別の立法措置の必要性等について答申

昭和５５年
○「 明日香法」（明日香村における歴史的風土の保存及び生活環境の整備等に関する特別措置法）の制定

○ 同法に基づき「第１次明日香村整備計画」の策定（～平成元年度まで）

平成 ２年 ○ 第２次明日香村整備計画の策定（～平成１１年度まで）

平成１２年
○ 第３次明日香村整備計画の策定（～平成２１年度まで）

○ 「明日香村歴史的風土創造的活用事業交付金」を創設

平成１３年 ○ キトラ古墳周辺地区が国営公園として整備決定（閣議決定）

平成２２年 ○ 第４次明日香村整備計画の策定（～平成３１年度まで）

令和２年 ○ 第５次明日香村整備計画の策定（～令和１１年度まで）

（参考）明日香村における歴史的風土保存等の取組の経緯
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

祝戸地区の既存宿泊施設
「祝戸荘」について
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令和２年１２月
国営飛鳥歴史公園事務所



祝戸荘の概要①
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敷地範囲

■位置
奈良県高市郡明日香村祝戸３０３ （国営飛鳥歴史公園祝戸地区内）

■面積
・国営飛鳥歴史公園祝戸地区面積 74,000㎡
・ 祝戸荘 敷地面積 3,153㎡
・ 祝戸荘 総延床面積 1,666㎡

■施設整備・管理運営・所有者
公益財団法人 古都飛鳥保存財団

■開業・改修時期
・昭和49年3月 祝戸荘 竣工・開業
・平成19年10月 改修・リニューアルオープン

○ 祝戸荘は、昭和４５年の閣議決定に基づき、国営飛鳥歴史公園祝戸地区において、（公財）古都飛鳥保存財団により
整備・管理されている、研修宿泊施設である。



祝戸荘の概要②

■研修棟（本館）

■食堂浴場棟

■宿泊棟

○ 建物は研修棟、宿泊棟（５棟） 、食堂浴場棟の計７棟からなる。

・構 造 鉄骨造瓦葺

・階 数 ３Ｆ
・延床面積 ５９４．０９㎡

・構 造 鉄筋コンクリート造瓦葺
・階 数 ２Ｆ
・収容人数 大研修室 ６０名

小研修室 ２０名
・延床面積 ４９９．４５㎡

・構 造 木造スレート葺（和室）
・階 数 平屋建×４棟（８室）

２階建×１棟（３室）
・延床面積 ５７３．２４㎡
・宿泊定員 ６０名

※宿泊料金の設定： １泊２食 ８，８００円（税込、大人一人）



近年の利用状況
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利用者推移

宿泊者数

施設利用

一般利用：５６．４％ ６０代以上のシニア層が６割以上を占める

学校関係：３０．３％ １０代（学生）、教育旅行に関しては教員利用のため４０代～５０代が多い

その他：１３．３％ 幅広い年代層（民間や行政研修など）

＜利用者構成＞

＜利用者推移＞



祝戸荘及び祝戸地区の位置付け
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２．環境の整備
飛鳥地方における住民生活の向上を図り、かつ同地方における歴史的風土及び文化財の保存・活用

に資するため、次に掲げるところにより環境の整備を促進する。

（４）公園
明日香村大字島之庄（石舞台）、大字豊浦（甘樫丘）及び大字祝戸（祝戸）に都市計画公園を設置する。

（５）宿泊研修施設
明日香村大字祝戸に宿泊及び研修のための施設を整備する。

３．その他
（２） 飛鳥地方における歴史的風土及び文化財を保存し、住民生活の向上を図るために、国地方公共

団体および民間の一体的協力が必要である。
このため、民間に財団法人の設置を要請し、必要な事業の遂行を期待するものとするが、上記の

趣旨にかんがみ、国において所要の助成を行なうとともに、同財源となる民間寄付金については、
指定寄付金として取扱うよう措置するものとする。

２．三地区（※甘樫丘・石舞台・祝戸）は、それぞれの特性をいかし、甘樫丘地区については展望および
散策、石舞台地区については史蹟鑑賞、祝戸地区については展望および宿泊研修施設の拠点的機能
が確保されるよう配慮する。

○昭和45年12月18日／閣議決定
「飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等に関する方策について」（抜粋）

○昭和46年5月27日／建設大臣決定
「飛鳥国営公園整備方針」


